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社内活性化の効果を認識導入効果と課題
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資料1-4-41　インターネットの導入効果について項目別平均得点
（5点満点）
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これも今回初めて掲載するデータであるが、インターネットを

導入したことによって企業がどのような点に効果があったと感じ

ているかを5点満点で評価してもらった（資料1-4-41）。それぞれ

の項目における回答率は「該当なし」を除外しているために異な

っている。

最も平均得点が高かったのは「社内活性化、コミュニケーショ

ン効果」に対する3.9であった。これは電子メールやイントラネッ

トが着実に企業に浸透し効果を上げていることの裏付けともいえ

よう。次いで「マーケティング･宣伝効果」、「技術･開発効果」（3.7）、

「取引先（販売店、ディーラーなど流通業者）との流通効率の向上」（3.6）

などが上位となっている。いずれも直接利益の見込める分野では

ないため評価基準が曖昧になりがちであるが、これらのことから

もインターネットが社内外のコミュニケーションやリレーションシ

ップに貢献しているという評価を得ているといえる。

インターネット、イントラネットに関する今後の課題は（資料

1-4-42）、昨年同様「通信コスト」が最も高い。昨年6位に下が

った「通信速度」は、再度2位に浮上しており、高速化が進んで

いるにも関わらず、相変わらず関心が高い。また「データや情報

のセキュリティ」も僅差で続いており、セキュリティに対する関

心は昨年来引き続き高い。従業員規模別でこれら上位の課題を

みると、「通信コスト」は0〜9人の小規模企業で、「通信速度」

や「データや情報のセキュリティ」は5000人以上の大規模企業

で比率が高くなっている。これらの課題は今後企業でのインター

ネット利用が進むにつれて、ますます具体的な対応が必要とされ

ると推測できる。

（矢野さよみ　アクセス メディア インターナショナル株式会社）
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